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1.背景と目的 

携帯電話等の移動体通信機器が医療機器に電磁

障害を惹起することが皆無とは言い難いことが

総務省による調査をはじめ様々な調査研究で指

摘されている。それは電波発射源となる携帯電話

と医療機器との間の距離、電波発射強度、医療機

器のイミュニティレベルに依存し、その電磁両立

性（ＥＭＣ）を達成することは必ずしも容易では

ない。この状況は医療機器のＥＭＣのＪＩＳ規格

が制定された今日でも、購入後の医療機器の使用

状態、保管状況に伴うイミュニティレベルの変化

などを考え合わせれば、ＥＭIの発生が皆無と断

じることの出来ない状況は変わらない。 

ここでは医療機器へのＥＭＩを抑制するため、

携帯電話等機能抑止装置の医療機器への影響を

病院内使用機器について調査したので報告する。 

２.方法 

携帯電話等機能抑止装置（㈱マクロスジャパン製、

モデル：テレポーズ）を作動させ、従来の調査で

携帯電話の影響を受け易かった医療機器を含め

た 57 機種を調査した。抑止装置を最大出力とし、

動作状態の医療機器に接する位置から遠ざける

方法でＥＭＩの発生を監察した。ＥＭＩの発生し

た場合には、抑止装置を遠ざけてその障害の消失

する距離を最大干渉距離とした。なお、ＥＭＩに

よる医療機器の障害の程度も評価した。 

３.結果 

１）57 例中 7例（12.28％）で何らかのＥＭＩが 

 

発生した。 

２）その最大干渉距離は 30cm であった。 

３）干渉による障害の程度は表のとおりである。 

表 ＥＭＩ発生の状況 

機器名 干渉距離 影響 

心電図モニタ 

送信機 A 

5cm 波形の乱れ 

心電図モニタ 

送信機 B 

5cm 波形の乱れ 

心電図モニタ 

送信機 C 

17cm 波形の乱れ 

体外式ﾍﾟｰｽﾒｰｶ 2cm 励起信号抑制さ

れることが頻回 

超音波血流計 30cm 雑音が入る 

ベットスケール 10cm -0.1Kg 下がる 

ベットスケール 10cm -0.26Kg 下がる 

 

４.考察と結論 

携帯電話の電波による医療機器の干渉を抑止す

る装置自体も医療機器に干渉を生じえることを

確認した。しかし、その距離は短く、抑止装置の

抑止能力を示す範囲では、携帯電話の発着信を抑

止しながらも、医療機器に影響を及ぼさない様な、

設置方法のあり得ることが示唆された。従って、

抑止装置は医療機器のＥＭＣを向上させるため

に、一種の医療機器電波障害防止装置として院内

で機能し得るものと考えられた。 
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